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要旨 : 本研究の目的は，自己卑下的行動と精神的健康との関連性に及ぼす文化的離反傾向
の仲介効果を検討することである。大学生を対象に，自己卑下呈示の実行頻度，文化的離
反傾向，精神的健康の指標として抑うつ傾向と充実感を測定する質問紙調査を実施した。
分析の結果，文化的離反傾向の下位尺度である典型性と不一致は精神的健康指標と関連す
ることが明らかとなった。また，自己卑下呈示の実行頻度は抑うつの高さ，充実感の低さ
と関連していた。しかしながら，自己卑下呈示の実行頻度は，自分の信念や価値が文化内
の大多数の人々と類似していると感じる傾向（典型性）を介して，抑うつの低さおよび充
実感の高さと関連することが明らかとなった。一方，文化的離反傾向の不一致においては
仲介効果は認められなかった。これらの結果から「日本では呈示者が自己卑下的な振る舞
いを文化内の典型的な価値観と一致した行動であると見なしているために，自己卑下的に
振る舞うことが精神的健康と結びつく」というプロセスの存在が示唆された。また，これ
らの影響過程について存在脅威管理理論の観点から考察を行った。
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問　　　　　題
自己に関連する印象を操作する試みである自己呈示は，他者からの評価や対応を左右するだけ
ではなく，呈示者の自己概念 （e.g., Schienker, Dlugolecki, & Doherty, 1994 ; Tice, 1992），身体的・
精神的健康に影響を及ぼすことが明らかになっている （e.g., Leary, Tchividijian, & Kraxberger, 
1994 ; Martin, Leary, & Rejeski, 2000）。
日本文化には自己卑下呈示を望ましいとする社会的規範が存在し（e.g., 高田，2004 ; 吉田・浦，
2003a, 2003b），他者に対して自己卑下的な振る舞いや謙遜を行うことが人々の精神的健康を促進
する可能性があることが示されている （吉田・浦，2003b, 2006）。例えば，吉田・浦（2006）は，
Higgins（1987, 1989）の Self-Discrepancy Theoryに基づいて自己呈示と精神的健康との関連を検
討した。Self-Discrepancyとは現実自己と理想自己の間の知覚されたギャップを意味する。Self-
Discrepancy Theoryでは，現実自己と義務自己のズレは “自己に否定的な側面が存在すること”
を意味することから『社会的不安』と関連し，現実自己と理想自己のズレは “自己の好ましい側
面が欠如していること”を意味することから『抑うつ傾向』と関連することが示されている（Hig-
gins, 1987）。吉田らは，日本文化で望ましいとされる自己卑下呈示規範の内在化傾向と，自己呈
示の実行頻度間のズレを算出し，対人不安と抑うつ傾向との関連性を検討した。そして，大学生
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において，規範と実行の間のズレが大きいほど対人不安と抑うつ傾向が高いことを見出している
（吉田・浦，2006）。これらの結果は，自己卑下的に振る舞うことは，日本文化に属する大学生に
とって義務でもあり，理想でもある可能性を示唆している。
吉田らの研究では，自己卑下呈示規範内在化傾向が強いことを「呈示者が日本文化における一
般的・典型的な価値観を内在化している」，自己卑下呈示頻度が多いことを「文化的価値観と一
致した行動を行っている」と見なしてきた（e.g.,吉田・浦，2003a, 2003b, 2006）。しかしながら，
これまでの研究では，自己卑下的な振る舞いを行うことを呈示者が文化的な価値観と一致した行
為として捉えているのか，あるいは，個人的な価値観と一致した行為として捉えているのかが明
確ではなかった。
文化レベルで存在する様々な価値観と個人が重視している価値観は必ずしも一致するわけでは
ない。また，社会的な価値観と個人的な価値観が行動に及ぼす影響は異なることが報告されてい
る。例えば，文化的な価値観は社会的規範と関連する行動と結びついているのに対して，自己に
関連する価値観は，規範とは無関係な行動と関連している（Fischer, 2006）。そのため，吉田・浦
（2003a, 2003b, 2006）の研究において示唆されてきた「日本では呈示者が自己卑下的な振る舞い
を文化的な価値観と一致した行動であると見なしているために，自己卑下的に振る舞うことが精
神的健康と結びついている」というプロセスを明確にするためには，自己卑下的な振る舞いが個
人的な価値観ではなく，文化的な価値観に基づいていることを示す必要がある。
そこで，本研究では文化的離反（cultural estrangement）という概念に着目し検討を行うこと
とする。文化的離反は，文化の主流や文化内の価値から自身が離れていると感じる感覚や拒絶さ
れているという感覚である（e.g., Coozarelli & Karafa, 1998）。文化的離反は主に，社会学や哲学
の分野で 1960年代から 70年代の初頭にかけて特に注目された Alienation（疎外）の概念を構成
する中心的要素として検討が行われてきた（e.g., Bernard, Gebauer, & Maio, 2006 ; Cozzarelli & 
Karafa, 1998）。これまで，人々が自分の属する文化から離反していると感じることは不適応や不
幸を感じることの源になっている可能性が指摘されてきたが，実証的な研究は少なく（e.g., Ber-
nard et al., 2006），また離反の概念を測定する尺度に関する検討も十分に行われてこなかった 
（Cozzarelli & Karafa, 1998）。
これらの問題点を踏まえ，Coozarelli & Karafa （1998）はアメリカ文化における文化的離反傾向
を測定する Cultural Estrangement Inventory （CEI : 文化的離反尺度）を開発し，社会心理学の観
点から精神的健康との関連性について検討を行った。CEIは，“自分の信念や価値が社会の大多
数の人々と異なっていると感じる程度”である非典型性（Atypicality）と，“他者と一致していな
いと感じるより一般的な感覚”である不一致（Misfit）の 2因子構造であることが報告されてい
る （Cozzarelli & Karafa, 1998, p. 257）。さらに 2つの研究により，非典型性と精神的不健康との間
には明確な関連性が認められないが，不一致の強さは ① 不安を高めること，② Self-Discrepan-
cyを介して自尊心を低下させ，不安と結びつくこと，③ Self-Discrepancyを介して人生満足を
75自己卑下呈示と精神的健康の関連性に及ぼす文化的離反傾向の仲介効果
低下させ，抑うつを高めることが報告されている。
これらの知見を踏まえると，自己卑下呈示が日本社会における文化的な価値観を反映した振る
舞いであるならば，自己卑下呈示と，自分自身が文化的な価値観とどの程度離反しているか否か
を測定する文化的離反尺度の間には相関関係が認められることが予想される。また，自己卑下的
な振る舞いは，文化的離反傾向を仲介して精神的な健康と結びついている可能性が考えらえる。
以上より，本研究では，自己卑下呈示の実行頻度と精神的健康との関連性に及ぼす文化的離反
傾向の仲介効果を検討することを目的とする。なお，精神的健康の指標として，多くの研究では
健康と不健康の両側面を測定する尺度が用いられている（e.g., Coozarelli & Karafa, 1998）。そこで，
本研究でも不健康の指標として抑うつ傾向を，健康の指標として充実感を取り上げ検討すること
とした。
方　　　　　法
調査対象者
大学生を対象にした質問紙調査を行った。回答に不備のあったものを除き 275名（男性 72名・
女性 203名）が分析対象者となった。平均年齢は 20.20歳（SD=1.10）であった。
質問紙構成
自己卑下呈示実行頻度の測定　吉田・浦（2003b）で用いた自己卑下呈示規範内在化傾向測定
尺度を用いた。22項目から構成される（自己卑下 11項目・自己高揚 11項目）。「どの程度実行
しているか」を 5件法で問うた。高得点ほど，呈示頻度が高いことを示す。
文化的離反の測定　Cozzarelli & Karafa（1998）が開発した文化的離反尺度（CEI）を英語およ
び心理学の専門家が翻訳したものを用いた。10項目 7件法（「全く当てはまらない（1）」から「非
常によく当てはまる（7）」）であった。非典型性は，「重要な事柄に対する自分の意見は，周囲の
人たちと似ていると感じる」「私の世界観は，他の大多数の人々が持っている価値観と一致して
いると思う」「私は日本的な価値観に強く共感する」などの 5項目によって測定される。CEIで
はこれらの典型性を測定する項目（自分の信念や価値が社会の大多数の人々と似ていると感じる
程度）の得点を逆転することにより，「非典型性」得点を算出し，分析に用いていた。しかしな
がら，本研究では自己卑下的な振る舞いを自文化の価値観と一致する振る舞いと見なしているか
を検証することが目的であるため，各測定項目の得点の高さを「典型性」の高さを示す指標とし
て分析に用いることとした。高得点ほど自分自身を文化的な典型であると見なしていることを示
す。なお，不一致は，「私は，周りにいるほとんどの人が自分を理解していないのではないかと
感じる」「重要な事柄に関する私の意見は，日本社会にいる大部分の人たちと異なっている傾向
がある」「私は周囲の人々から，自分が彼らと異なっていると言われることがある」などの 5項
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目から構成される。高得点ほど，自分自身が周囲と一致していないと感じていることを示す。
精神的健康の測定　鈴木・青木・柳井（1989）によって開発された東大式自記健康調査票の中
の抑うつ性尺度を用いた。10項目 3件法であり，高得点ほど抑うつ傾向が強いことを示す。また，
大野（1984）の充実感尺度短縮版 10項目を用いた。5件法であり，高得点ほど充実感が高いこ
とを示す。
結　　　　　果
尺度の信頼性の検討
始めに，測定尺度の信頼性係数を算出した。文化的離反尺度の典型性因子の信頼性係数は .69
であり，不一致因子の信頼性係数は .74であった。信頼性が確認されたため，各 5項目の合計得
点を典型性得点，不一致得点として分析に用いた。高得点ほどそれぞれの傾向が強いことを示す。
なお，自己卑下呈示実行頻度の信頼性係数は .65，抑うつ傾向の信頼性係数は .88，充実感の信頼
性係数は .89であった。
諸変数間の関連性
諸変数間の 0次相関及び，平均値と標準偏差を表 1示す。自己卑下呈示実行頻度は，文化的離
反尺度の典型性と弱い正の相関関が認められた。また，抑うつ傾向と正の相関関係が，充実感と
は負の相関関係が認められた。さらに，文化的離反尺度の典型性と不一致の間には中程度の負の
相関関係が認められた。また，典型性は抑うつ傾向と弱い負の相関関係が，充実感と弱い正の相
関関係が認められた。一方，不一致は抑うつ傾向と中程度の正の相関が，充実感と弱い負の相関
関係が認められた。文化的離反傾向の典型性は精神的健康と，不一致は精神的不健康と結びつい
ていることが示された。
表 1　諸変数の 0次相関および平均値と標準偏差
1 2 3 4 平均値 SD
1　自己卑下呈示実行頻度 33.99 6.67
2　文化的離反 : 典型性 　.157** 20.20 4.15
3　文化的離反 : 不一致 　.035 −.587*** 18.73 4.85
4　抑うつ傾向 　.216*** −.174*** 　.415*** 18.31 5.01
5　充実感  −.147**  .125** −.291*** −.670*** 31.46 7.89
Note.　自己卑下呈示実行頻度は 11項目 5件法，文化的離反は各 5項目 7件法である。
　　　 抑うつ傾向は 10項目 3件法，充実感 10項目 5件法である。
　　　 ***p<.001, **p<.05
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仲介効果の検討
続いて，文化的離反傾向の典型性と不一致の仲介効果を検討したパス・モデルを図 1と図 2に
示す。図 1から自己卑下呈示の実行は抑うつ傾向の高さと充実感の低さに関連していることが示
された。さらに，自己卑下呈示の実行は，文化的離反傾向の典型性を仲介して，抑うつ傾向の低
さと充実感の高さと関連することが明らかとなった。一方，図 2から，自身が周囲の人々と一致
していないと感じることは，抑うつ傾向を強め，充実感を低下させることが示された。しかしな
がら，不一致の程度による精神的健康指標への仲介効果は認められなかった。
考　　　　　察
本研究では文化的離反傾向の典型性と不一致が自己卑下呈示と精神的健康に及ぼす仲介効果に
ついて検討を行った。大学生を対象とした検討により，文化的離反傾向の典型性を仲介しない場
合には，自己卑下的に振る舞うことは，抑うつ傾向の高さと充実感の低さと関連することが明ら
図 1　自己卑下呈示と文化的離反傾向の典型性が精神的健康に及ぼす影響
　　　Note.　実線の矢印はパス係数が有意であることを示す。
　　  　　　  矢印で結ばれていない変数間の関連は有意ではない。
図 2　自己卑下呈示と文化的離反傾向の不一致が精神的健康に及ぼす影響
　　  Note.　実線の矢印はパス係数が有意であることを示す。
　　  　　　  矢印で結ばれていない変数間の関連は有意ではない。
78 東北福祉大学研究紀要　第 37巻
かとなった。しかしながら，自己卑下的に振る舞うことは，自らを日本文化において典型的な存
在であると見なすことを介して，抑うつ傾向の低さおよび充実感の高さと関連していた。このよ
うな結果は，自己卑下呈示を「文化的な価値観と一致した望ましい振る舞い」として見なすこと
が，呈示者の精神的健康を促進する効果を持つことを示しており，吉田・浦（2006）において得
られた結果と一致していると考えられる。また，このような結果は，「自己卑下」という同一の
行動を，文化的な価値と一致した振る舞いであると見なすか否かによって，呈示者の内的過程に
異なる影響を及ぼしていることを示唆している。
Cozzarelli & Karafa （1998）は，文化的離反の非典型性と不一致が精神的健康に影響を及ぼす過
程について，存在脅威管理理論（Terror Management Theory ; Solomon, Greenberg, Pyszczynski, 
1991）の観点から考察を行っている。存在脅威管理理論は人間の社会的行動を包括的に説明する
枠組みとして登場した理論であり，自尊心とその基盤となる文化的世界観が死の不可避性という
存在論的脅威を緩衝する装置（文化的不安緩衝装置 ; cultural anxiety buffer）として機能すると
仮定する（脇本 , 2005）。存在脅威理論では，文化的世界観とは，｢ある文化に共有された価値観
や信念の体系が個人に内化されたもの｣ であり，自尊心は ｢文化的世界観への適合によって得ら
れる，有意味な社会の有能な構成員であるという自覚（脇本 , 2005, p. 166）｣ と定義される｡ Coz-
zarelliらは，文化的に離反しているという感覚が，文化的世界観と自らの間に Self-Discrepancy
を引き起こすために自尊心の低下をもたらすと主張し，個人が所属する文化的世界観と一致した
振る舞いの重要性を指摘している（Cozzarelli & Karafa, 1998）｡ 本研究により得られた知見は，
自尊心に対する影響過程について検討を行っていないが，これらの研究と同様のメカニズムが生
じていた可能性がある。自己卑下的な振る舞いを行うことと，日本文化において自らを文化的な
典型であると見なすことに関連性が見られたことから，自己卑下的な振る舞いは，自らが所属す
る文化的世界観を肯定することを意味し，存在論的脅威を緩衝する働きを有しているのかもしれ
ない。
なお，吉田（2006）は自己卑下呈示規範の内在化傾向，自己卑下呈示の実行頻度，自尊心の関
連性について世代間比較を行っている。そして，20-30代では自己卑下呈示の実行頻度が多い人
よりも少ない人において自尊心が高いのに対して，50-60代ではむしろ自己卑下呈示の実行頻度
が少ない人よりも多い人において自尊心が高いことを見出している。このような結果は，世代が
上昇するにつれ，文化的世界観への適合が進み，その結果として自尊心が高まるというプロセス
の存在を示唆しているのかもしれない。今後は，存在脅威管理理論の観点から自己卑下の機能を
捉える試み（村上・山口，2003 ; 脇本，2005）が必要であると考える。
また，相関分析の結果，文化的離反傾向の下位因子である典型性は，不一致と比較して，精神
的健康指標との関連性が弱いことが示された。このような結果は，Coozarelli & Karafa（1998）
の先行研究の結果と一致する。彼らは，「非典型性」として得点化しているが，文化内の主流の人々
と異なっていると感じることは必ずしも否定的な心理学的帰結をもたらさないと主張している。
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なぜなら，主流ではないと感じることは，自身の独自性が高いことを意味する場合があるからで
ある。本研究においても，自身を典型的か否かと感じる程度は同様の理由から，精神的健康指標
との関連性が弱かったと考えられる。
一方，文化的離反傾向における不一致は精神的健康指標と深く関連していることが明らかと
なった。人と結びついていることは，人々の精神的健康状態を良好にする（e.g., Leary, Tambor, 
Terdel & Downs, 1995）。よって，社会から分離され自分自身が漂流していると感じることは抑う
つ傾向と関連するのであろう。また，不一致であることは，人生における目標を感じられないこ
とにつながるため（Coozarelli & Karafa, 1998），充実感が低い可能性が考えられる。
先述したように，日本文化において自己卑下呈示を行うことは，自らが所属する文化の典型的
な価値観と一致しているとみなす程度と関連している可能性が示唆された。しかしながら，その
関連性は弱いものであった。その理由として，典型とされる文化的な価値や行動が多岐にわたっ
ており，自己卑下はその一部分を反映しているに過ぎない可能性が考えられる。文化的価値観に
は様々な側面が含まれるが，その中でも自己卑下呈示に関する価値観の位置づけをより明確にす
る必要があろう。
まとめると，本研究により先行研究で示されてきた，日本文化においては自己卑下的に振る舞
うことが精神的健康と結びつく（吉田・浦，2003a, 2003b, 2006）という結果が，個人レベルの価
値観ではなく文化レベルの価値観との一致によってもたらされていたことが明らかとなったとい
える。「日本では呈示者が自己卑下的な振る舞いを文化的な価値観と一致した行動であると見な
しているために，自己卑下的に振る舞うことが精神的健康と結びついている」というプロセスの
存在を示す結果であるといえよう。
今後は，存在脅威管理理論の観点に基づき自尊心を指標として取り入れた検討が必要である。
また，縦断的な検討を行い，本研究により示された影響過程の因果関係を明確にする必要性があ
ると考える。さらに文化的，個人的な価値観のズレを検討する際には，自己評定だけではなく友
人による評定を用いることも有効である（Bernard et al., 2006）。今後は価値観の測定に当たり，
測定方法の改善を行う必要があると考える。
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81自己卑下呈示と精神的健康の関連性に及ぼす文化的離反傾向の仲介効果
Cultural estrangement as a mediating factor in the relationship  
between self-effacing presentation and subjective well-being
Ayano YOSHIDA
This study examined mediator effects of cultural estrangement on the relationship of self-effacing 
and subjective well-being.　Japanese university students were completed a questionnaire which con-
sists for self-effacing scale, the cultural estrangement scale, and subjective well-being scale （depress-
ing and fulfillment）.　As the results, statistically significantly negative relation was found between 
self-effacing and subjective well-being.　However, the score of cultural typicality （their ideas, beliefs, 
or values are similar from most people on society） was mediated the relationship between self-effacing 
and subjective well-being.　The degree of self-effacing was positively related with cultural typicality. 　
And those scoring high on the typicality reported that lower score of depression and higher score of 
fulfillment.　Cultural typicality was found to mediate the relationships between self-effacing and posi-
tive psychological outcomes.　Results were discussed the view point of terror management theory.
Key Words : Self-Effacing, Cultural Estrangement, subjective well-being
